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　誕生早々の太政官政府が明治７年台湾に出兵した

ことは余り知られていません。明治４年台風で遭難

した琉球の船乗り５０名余が漂着した台湾で殺害さ

れたことを原因として出兵したのです。日本兵の多

くは風土病で死亡したと言われています。日本は清

国、イギリス、アメリカ等の激しい非難にあって撤兵するのですが、その理由付けに大変苦労したよう

です。帝国主義の時代とは言え国際理解とか国際間のルールの遵守の点で随分荒っぽい話です。今年度

ＲＩ会長クリンギンスミス氏は「地域を育み 大陸をつなぐ」をテーマとしていますが、国際理解・国際

親善を図ることは大変難しいことであります。特に言葉のハンデを持った私達日本人にとってはそうで

すが、最近では会議を英語でやろうと言う会社が出てきたり、外国語が話せて当り前という若者も増え

てきました。もう随分以前のことになりますが、私の家でオーストラリアの女子留学生をホームステイ

させたことがあります。

　優秀な子で最初から日本語を話したり、読んだり、日本語で文章を作ることができました。一年の留

学が終わり帰国し、大学を卒業した後再び来日し、ヤマハや大阪の広告代理店にコピーライターとして

勤務し、その後帰国してシティバンクに勤め、小さな自宅を購入したりしていましたが、企業を経営す

るご主人と知り合い結婚しました。出席した結婚式では日本のパパ、ママと紹介されましたが、彼女は

日本語を話す機会が無いので殆んど忘れたと言っていました。今では３児の母ですが、日本での経験が

彼女の人生にどんな役割を果たしているのでしょうか。私にとって彼女の記憶は、私を含めて家族全員

が若かったせいもあって青春の一つの思い出です。

　今月は「世界理解月間」です。ＲＩはポリオ撲滅の次は世界平和に取り組むことを考えているようです

が、淡い理解や思い出だけでも世界の平和に役立つのでしょうね。

た じま よしひろ

G O V E R N O R  M E S S A G E



　個人的な話ですが今私の家に２００５～０６年度にドイツから青少年交
換学生として来日した女の子が、今年度南山大学に留学のために再来日し
てホームステイしています。過去経験した何人もの交換学生とはその都度
日本の国民性とか外国と日本の文化や考え方の違いなど、家内も含めて一
緒におしゃべりをしています。私が理解しているつもりの日本のことを再
確認できますし、勘違いしていた外国のことも理解が深まっていきます。
世界を理解するということは大げさに考えずにできるところから一歩づつ
していけばいいと実感しています。それにはロータリーの仕組みが素晴ら
しい機会を与えてくれると思います。青少年交換、世界社会奉仕活動、国
際友好、そして R 財団プログラムなどなど。また、少なくとも我々が持っている権利として毎年開催さ

れる世界大会へ参加権があります。そこには世界のロータリア
ンおよび各種のサポーターが集います。
　私は今まで所属の高浜ロータリーの受け入れた青少年交換学
生の多くに関与してきました。また第２７６０地区の青少年交
換学生（受入／派遣ともに）は問題児も含めて私を今でも成長
させてくれる原動力だと確信を持って言うことができます。
　私は機会あるたびに次の言葉を申し上げています。世界理解
は個人と個人のその場限りのスポットとしての１次元の活動で
は期待効果は限界があると思っています。それを継続としての
時間軸での積分（２次元効果）、またクラブとして、あるいは
複数クラブの交流として、地域軸での積分（３次元効果）をす
ることによって、無限に世界理解が増幅するものと思います。
それが可能なのはまさに、ロータリーの奉仕活動ではないで
しょうか？と。
　そのための第一歩として地区が企画するいろいろな国際奉仕
活動に個人としてでも、またクラブとしても参加をお願いした
いと思います。また、地区委員会はそのための事業の案内や卓
話などをさせていただきたいと考えています。
　毎年２月はロータリーの世界理解月間、また３月は識字率向
上月間です。
　この月に世界理解の楽しさに思いを馳せていただきたいと思
います。
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世界理解月間に寄せて

RI D.2760 国際奉仕委員長　黒田勝基

2005-06年度交換学生（ホスト名古屋和合RC）
からの年賀のあいさつです



ロータリー未来委員会 委員長　宮崎薫

　ロータリー活動も上半期が過ぎました。そして２０１１年の
新年を迎え、いよいよ下半期のスタートです。振り返ってみま
すと反省することが多く、安易に未来委員会の委員長をお引き
受けしたことを、後悔しております。当委員会は '０７～ '０８年
度江崎柳節ガバナーの時に発足し、杉浦壽康氏が委員長となり、
三年委員会としてスタートしました。この三年の間に今ロータ
リーが抱えている問題や、ロータリアンの意識調査などを各奉
仕部門で幅広く調査され、昨年末に小冊子にまとめたものが完
成しました。杉浦委員長をはじめ各委員の方々のご努力と熱意
には大変敬服しております。これは、必ずやガバナーや各クラブの会長には特に運営において参考にな
るものと確信しております。そして、三年の予定が継続されることになりました。ご存知の通り、この
委員会は各クラブにこの様な委員会を設置されている所はないか、あっても少ないと思います。その使
命は、非常に変改を求められている昨今、既存の委員会では対応できないような問題が発生した時に素
早く取り組み、ガバナーや各クラブの会長に参考にしていただく為の調査機関的役割であり、又逆にガ
バナーからの依頼があればその調査もすることが使命であると思っています。
国際ロータリーの動きも変化しています。奉仕活動も大規模になり且つ長期的になっています。更には
財団との連携の問題等々、いかに地区や各クラブが迅速に理解し、対応出来るようにし、ガバナーの思
いに応える様にするかも大きな使命だと思っています。
そんなことで私も半年が過ぎ、やるべきことは少しずつ判っては来たものの、まだまだ迷走中です。ま
してやもう一つの使命であるロータリーの未来像を描き提示することなどは、とても難題でありできそ
うにありません。今後も迷走しながら皆様の支援をいただき、一歩一歩進めてゆきたいと思っています
ので、引続き宜しくご協力ご理解の程お願い申し上げます。
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上半期を振り返って



●ガバナーからのお知らせ

１月１３日（木）名鉄グランドホテルにおいて、地区
指名委員会が開催されました。
詳細に関しましてはガバナーからのお知らせをご参照
ください。

　地区指名委員長（委員長　江崎柳節パストガバナー）より、同委員会は２０１１年１月１３日、２０
１３～２０１４年度のガバナー候補として、田中正規君（西尾ロータリークラブ）を指名した旨連絡が
ありました。
　国際ロータリー細則第１３条の規定により、２０１３～２０１４年度ガバナーノミニーとして田中正
規君の選出が確定したことをご報告いたします。
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地区指名委員会が開催されました

2013～ 2014年度　ガバナーノミニー選出の報告

田中正規（たなかまさのり）
１９４８年７月２５日生／西尾病院　理事長

◆◆ロータリー歴◆◆

１９９１年４月 西尾ロータリークラブ入会
２０００～２００１年度 第４３代クラブ幹事
２００２～２００５年度 地区財団奨学委員会　委員
２００５～２００６年度 地区財団奨学委員会　副委員長
２００７～２００８年度 第５０代クラブ会長
２０１０～２０１１年度 西三河分区ＩＭ実行委員長
ポールハリスフェロー／ベネファクター／米山功労者／米山功労法人



１月１３日（木）名鉄グランドホテル「涵梅舫」
において松前ＧＥ壮行会が地区パストガバ
ナーの皆様により開催されました。当日は１
５名の出席があり、福田浩三パストガバナー
の激励の乾杯発声後、松前ＧＥより御礼のご
挨拶がございました。その後、出席者全員よ
り松前ＧＥに対し、一言ずつ激励のお言葉が
あり、最後に松前ＧＥを囲んで集合写真を撮
られました。

なお松前ＧＥは１月１５日（土）～１月２４日（月）
までアメリカ・サンディエゴにての国際協議
会にご夫婦で出席をされました。
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松前ガバナーエレクト壮行会が開催されました

２０１１年５月２２日～２５日　アメリカ　ルイジアナ州・
ニューオーリンズで第１０２回RI 国際大会が開催されます。
ニューオーリンズは米国の歴史的都市であるだけでなく、ハリ
ケーン災害からの劇的な復興を遂げた現在的な都市であります。
世界的に有名なフレンチクオーター地区は年間を通してマル
ディグラの雰囲気につつまれ、通りはビートを刻み、リズムに
乗った音楽であふれかえっています。ジャズの発祥地でもある
ニューオーリンズは何方にもお楽しみいただける魅力的な都市
です。皆様の多くのご参加をお願いたします。

＊詳細はRI ウエブサイトをご参照ください。

2011年 RI 国際大会開催のお知らせ

松前GEご挨拶

松前GEを囲んで

松前GEと盛田PDG



上記申込先：ロータリー文庫（コピー／PDF） 
〒105－0011 東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階／TEL（03)3433-6456 ・ FAX（03)3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp／開館＝午前10時～午後5時／休館＝土・日・祝祭日
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文庫通信
281 号

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして１９７０年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万３千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は
勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部
資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますの
で、ご活用願います。以下資料のご紹介をいたします。

2010-2011 年度ガバナー月信　個人配信登録方法

地区大会講演より

第 2760 地区ホームページより随時受付中！ 
〈ホームページアドレス〉http://www.rotary2760.org

ここにメールアドレスを入力

送信をクリック

① 第 2760 地区ホームページを開き、左メニューのガバナー月信をクリックします。

② メルマガ登録という部分に、自分のメールアドレスを入力後、送信して登録完了です。

ご登録された方には、月初めに月信のリンクされたメールが送信されます。
ダウンロードの方法はURL をクリックするだけで自動的に PDF データが入手されます。

前年度 登録された方は、再登録の必要はありません

◎「ＲＩ会長代理挨拶・ＲＩ現況報告」　 2010 7p （D.2660）
 ビチャイ・ラタクル

◎「” THE POWER OF ONE ” のいわれ」 2010 3p （D.2500）
 渡辺好政

◎「クラブを活性化し、未来への夢を持とう！（ＲＩ長期計画とクラブ活性化）」　
 南園義一 2010 22p （D.2780）

◎「水・保健と飢餓・識字率向上の青森県版を作ろう」　 2010 6p （D.2830）
 黒田正宏

◎「ロータリーの目指すもの」　 2010 9p （D.2550）
 藤川亨胤

◎「地区リーダーの皆様へ」 2010 5p （D.2690）
 山本茂生

◎「中国の教育現場でロータリーの精神を」 2010 5p （D.2640） 
 金美林

◎「日韓によせるロータリーの希い」　 2010 5p （D.2780）

 雀相龍
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